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46．Calcitonin　Gene　Related　Peptide（CGRP）の定量法

　　について
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　脳細胞から産生されるcalcitonin　gene　related　peptide

（CGRP）は甲状腺疾患の一部で血中濃度が上昇すると言

われている．

　今回われわれは，このCGRPの血中濃度のRIAに

よる定量化を試みた．抗体（家兎），トレーサー（ヒト

CGRPのアミノ酸16番のロイシン［leu】をヒスチヂ

ン［his］に置き換えてラベルしたもの）はAmersham

Internationalから購入した．　American　Scientific　pro－

ductsのCGRPをリン酸緩衝液（50　mMol，　pH　7．4，0．3％

BSA，10　mMol　EDTA，0．1％NaN3）で希釈して用いた．

BF分離は二抗体法とした．

　基準となる測定法は緩衝液0．5m1中にCGRP標準

品または血清0．1m1，抗体0．1　m1，トレーサー0．1　mlを

加えて4日間静置し，反応終了後10倍希釈第二抗体お

よび50倍希釈NRSを加えて1日後BF分離を行う．

　3回の測定を行った標準曲線から測定感度は，80pg／

m1であった．同一測定系内における変動率は8．8％～

9．6％と，やや大きいCVであった．日差再現性は，ま

だデータを出すに至っていない．回収率試験は，89．1～

126．0％，平均回収率103．8％であった．第一反応の日

数が3日間では，0濃度での結合率が約30％，4日間，

5日間では両者とも約37％と大差ない反応曲線が得られ

た．トレーサーの添加量は0．CO18μCi／tube，モル濃度

で10－6fmol／tube以下がよいと考えられた．抗体濃度

は1バイアルで約12C～140本までは使用できる．

　約15，000　pg／mlの濃度を有するMTC患者血清の希

釈曲線は仁進曲線とほぼ平行性を示した．正常値は20～

4C歳で78．8～276．5P9／m1，平均173．1±63．gP9／m1（n＝

15）．MTC　3例中2例が正常値内にあった．1例が

15，000pg！mlを示した．肺癌4例は全例正常値内であ

った．今後も検討を続ける予定である．

47．CA　15－3による癌の診断について

浜津　尚就　　山崎　　武

芋川　　実　　越智　幸男

（滋賀医大・放）

　　（同・中検）

　最近開発されたCA　15－3は，　MoAb（115D－8）と

MoAb（DF－3）の二つの異なる抗体で認識される乳癌の

腫瘍マーカーと言われている．CISエルザCA　15－3キ

ットの臨床的意義を検討した．

　本測定の再現性は，intraassayで平均6．9％でありLot

の異なる5回のinterassayでは，平均12．1％と良好な

結果を得た．回収率も平均100．7％と良好であった．健

常人の血中CA　15－3値は，　mean士SDで14．4±3．l

U／mlとなり男女間に有意の差はなかった．　Tobiasらの

報告している30U／m1をcut－off値とすると，乳腺の良

性疾患6例全例に陰性であり，他の良性疾患66例中5例

7．6％に陽性例があったが，いずれも婦人科領域の疾患で

あった．悪性疾患の陽性率は，乳癌25．8％，肺癌23．8％，

膵癌29．2％，子宮癌26．8％で特に卵巣癌42．1％と高い

陽性率であった．また肝癌，直腸癌，結腸癌および悪性

リンパ腫，白血病を含むその他の癌で比較的低い陽性率

であった．悪性疾患における陽性例の大部分は進行癌で

あり，特に遠隔転移で高いCA　15－3値が検出された．

乳癌のstage別では，1～III期で陽性率が低く，　Iv期

で75．9％と高い陽性率を示し，肺癌でも1～III期では

低くIV期で52．8％と比較的高い陽性率であった．また

膵癌，胃癌においても転移症例でおのおの45．5％，64．3％

と高い陽性率を示している．CA　15－3とCEA（Roche）

との相関は，乳癌，肺癌で弱い正の相関を認められた．

乳癌で転移確認時に陽性を呈した症例は，11例中9例で

あり治療開始に従い5症例で急速な低下が認められ，4

症例で緩慢な低下を認めた．しかしいずれもIV期の進

行癌であるため治療に対し抵抗性を示し，臨床的に多少

改善が認められたのは，4症例のみであった．

48．3Hラベル脂肪酸を用いた肝および小腸脂肪酸結合
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脂肪酸結合蛋白（FABP）は，1ipogenesisやコレステ
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